
府県・市町村のご担当者様

環境省 近畿地方環境事務所 廃棄物・リサイクル対策課

敬具

■アンケート結果の扱い

■ご回答に当たっての注意点

　・ご回答は、色の付いた欄にお願いします。

色の欄：プルダウンよりご選択下さい。
色の欄：記述欄です。ご回答文章等を直接ご記入下さい。

　・問３は市町村の方のみご回答下さい。

　　ご確認いただきますようお願いします。

■アンケート返送について
　・本アンケートは、2016年11月30日（水）までに電子メールにて直接下記アドレスまでご返送下さい。

資料７－３

　・回答内容については、貴団体の消防部局、管財部局、建築部局等の関係部局にも

消防法上の危険物及び石綿（アスベスト）含有建築物に関する情報の開示可否等に関する調査
ご協力のお願い（案）

　・「②回答シート」の質問について、平成28年９月１日現在の状況をお答え下さい。

　 本調査で作成したデータベース等は、自治体職員等に広く活用していただくことを目的として公表
を予定しています。

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　さて、環境省では、大規模災害時に発生すると予想される災害廃棄物の処理に関して、平成26年
度より検討会を立ち上げ検討を進めております。近畿地方においても、「大規模災害発生時廃棄物
対策近畿ブロック協議会」において広域的な連携の在り方などを含め、関係各位と検討を進めている
ところです。
　本調査はその一貫として、大規模災害発生時に建築物の解体等を行うにあたり、特に配慮が必要
な消防法上の危険物や石綿（アスベスト）含有建築物について、各自治体による情報開示の可能性
を確認することを目的として実施するものです。

　なお、本調査のデータの集計につきましては、近畿ブロック協議会業務の運営を請け負っている
「三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング(株)」が行いますので、あらかじめご承知おき願います。

　ご理解並びにご協力賜りますよう、何卒、よろしくお願い申し上げます。

　・ただし、公表を希望しない場合は非公表としますので、本アンケートの問4で公表可否をお知らせ
下さい。

【調査目的に係る問合せ先】

環境省近畿地方環境事務所 廃棄物･リサイクル対策課 担当：清丸（せいまる）、若林（わかばやし）

電話：06-4792-0702

【返送先・回答方法に係る問合せ先】

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
研究開発第1部（大阪） 担当：秋元（あきもと）

メールアドレス：kinki-saihai@murc.jp
（お問合せの際）電話：06-7637-1432



■貴自治体名についてご記入ください

■主に調査の回答にご協力いただいたご担当者の所属についてご記入ください

（↓本アンケートに関する照会先に○をつけてください。）
名前 電話番号

■貴自治体が許可権者または届出先となっている消防法上の危険物についておたずねします。

問１ 消防法上の危険物（※１）に関する各情報の、災害発生時における関係者（※２）への開示可否をご記載下さい。

問１－１　関係者（※２）への情報の開示可能性について、以下の１～５より、１つを選択してください。

←← 1 庁内関係者に対してのみ、災害が発生していない時（平常時）から開示できる

2 庁内関係者に対してのみ、平常時には開示できないが、災害発生時には開示できる

3 庁内関係者及び庁外関係者に対して、災害が発生していない時（平常時）から開示できる

4 庁内関係者及び庁外関係者に対して、平常時には開示できないが、災害発生時には開示できる

5 平常時も災害発生時も一切開示できない

　　問１－１で「５」以外を選択された場合、開示できる情報の内容について、該当するものに○をつけて下さい。

消防法上の危険物の保管施設名称（名称、住所）は開示できる

消防法上の危険物の保管・在庫状況は開示できる

その他

上記で「その他」に○を付けた場合、その具体的な内容を記載下さい。

※１　消防法上の危険物：　消防法第２条第７項別表に掲げる品目のこと。
　　　指定数量未満で、各自治体の火災予防条例で届け出が必要としているものの貯蔵・取扱状況についても本調査の対象とする。

※２　関係者：関係行政機関及び処理・解体を委託する民間事業者を想定

　　※２　関係者：関係行政機関及び処理・解体を委託する民間事業者を想定

消防法上の危険物及び石綿（アスベスト）含有建築物に関する情報の開示可否等に関する調査（案）

府県/市町村名

所属 E-mailアドレス



■貴自治体名についてご記入ください

消防法上の危険物及び石綿（アスベスト）含有建築物に関する情報の開示可否等に関する調査（案）

府県/市町村名

■貴自治体が所有している施設における石綿（アスベスト）の含有についておたずねします。

問２ 貴自治体が所有している施設の石綿（アスベスト）含有建築物の情報について、調査状況（把握状況）を教えてください。

問２－１　情報の把握状況について、以下の１～４より、１つを選択してください。

←← 1 調査済である

2 調査予定である

3 調査していない

4 その他

　　問２－１で「４」（その他）を選択された場合、その具体的な内容を記載下さい。

問２－２　関係者（※２）への情報の開示可能性について、以下の１～５より、１つを選択してください。

←← 1 庁内関係者に対してのみ、災害が発生していない時（平常時）から開示できる

2 庁内関係者に対してのみ、平常時には開示できないが、災害発生時には開示できる

3 庁内関係者及び庁外関係者に対して、災害が発生していない時（平常時）から開示できる

4 庁内関係者及び庁外関係者に対して、平常時には開示できないが、災害発生時には開示できる

5 平常時も災害発生時も一切開示できない

　　問２－２で「５」以外を選択された場合、開示できる情報の内容について、該当するものに○をつけて下さい。

石綿（アスベスト）を確実に含有している建築物を特定できる情報（例：位置・住所情報等）

石綿（アスベスト）を確実に含有している建築物の、石綿含有建材（レベル※３）に関する情報

石綿（アスベスト）を含有している可能性のある建築物を特定できる情報（例：位置・住所情報等）

その他

上記で「その他」に○を付けた場合、その具体的な内容を記載下さい。

　　※２　関係者：関係行政機関及び処理・解体を委託する民間事業者を想定

※３：建設業労働災害防止協会による石綿含有建材別作業レベル区分を指す。
　　レベル１　石綿含有吹付け材
　　レベル２　石綿含有保温材、耐火被覆材、断熱材
　　レベル３　その他の石綿含有建材（成形板等）



■貴自治体名についてご記入ください

消防法上の危険物及び石綿（アスベスト）含有建築物に関する情報の開示可否等に関する調査（案）

府県/市町村名

■貴自治体における民間建築物における石綿（アスベスト）の含有についておたずねします。（この項目は市町村のみ回答下さい）

問３ 貴自治体における民間建築物の石綿（アスベスト）含有建築物の情報について、調査状況（把握状況）を教えてください。

問３－１　情報の把握状況について、以下の１～４より、１つを選択してください。

←← 1 調査済である

2 調査予定である

3 調査していない

4 その他

　　問３－１で「４」（その他）を選択された場合、その具体的な内容を記載下さい。

問３－２　関係者（※２）への情報の開示可能性について、以下の１～５より、１つを選択してください。

←← 1 庁内関係者に対してのみ、災害が発生していない時（平常時）から開示できる

2 庁内関係者に対してのみ、平常時には開示できないが、災害発生時には開示できる

3 庁内関係者及び庁外関係者に対して、災害が発生していない時（平常時）から開示できる

4 庁内関係者及び庁外関係者に対して、平常時には開示できないが、災害発生時には開示できる

5 平常時も災害発生時も一切開示できない

　　問３－２で「５」以外を選択された場合、開示できる情報の内容について、該当するものに○をつけて下さい。

石綿（アスベスト）を確実に含有している建築物を特定できる情報（例：位置・住所情報等）

石綿（アスベスト）を確実に含有している建築物の、石綿含有建材（レベル※３）に関する情報

石綿（アスベスト）を含有している可能性のある建築物を特定できる情報（例：位置・住所情報等）

その他

上記で「その他」に○を付けた場合、その具体的な内容を記載下さい。

　　※２　関係者：関係行政機関及び処理・解体を委託する民間事業者を想定

※３：建設業労働災害防止協会による石綿含有建材別作業レベル区分を指す。
　　レベル１　石綿含有吹付け材
　　レベル２　石綿含有保温材、耐火被覆材、断熱材
　　レベル３　その他の石綿含有建材（成形板等）

アンケートは以上です。ご協力有難うございました。


